
 

おもしろ算数㊾ （6年生） 
 

（このページは、直接
ちょくせつ

入 力
にゅうりょく

できません。そのまま見る
み る

か、印刷
いんさつ

してもらってつかってね‼） 

小学校６年生のみなさん、こんにちは。 

おもしろ算数㊾では、「算数の便利
べ ん り

さ」を利用
り よ う

する問題です。 

 では、はじめます。 

【問題】 

 

 

 

 

 

長 良 川 

【自分の考え】 

 

 

 

 

 

 

 

  

     

この川幅を求めてください。 

 

 

岐阜市を流れる長良川の川幅を測ろうと思います。 

さて、あなたはどのようにして測りますか。測り方を書いてください。 



長 良 川 

                ②Ｂ 

                   ①Ａ         Ｃ④ 

                         ⑤ 

 

答え．色々な測定の仕方があります。ここでは、上の図のようにして川幅を測定してみます。 

   長良川の川幅を測るときには、川へ入ってメジャーで測るわけにはいきません。 

   したがって、みなさんが算数で学習する「縮図」を利用して実際の川幅を測定します。 

 

①、② はじめに、測る川幅の地点Ａ、Ｂを川岸と川幅が垂直(90°)になるように決めます。 

  

③、④ 次に、ＣＡとＣＢが 45°になるような地点Ｃを決めます。 

 

⑤   次に、ＣＡの長さを測定します。（巻き尺等） 

 

これで、現場の測定は終わりです。 

 

次に、ノートにおいて、縮図をかきます。 

上の図を見てわかるように、三角形ＡＢＣは「直角二等辺三角形」になります。 

 

⑤の長さが、たとえば３０ｍだったとしたら、縮尺を１：１０００として、 

辺ＡＢを３㎝として、直角二等辺三角形を作図します。 

そして、辺ＡＢの長さを測定します。辺ＡＢの長さは３㎝になります。 

縮尺から、３㎝×１０００＝３０００㎝   

答え．川幅は３０ｍになります。 

 

※ みなさんは、すでに気が付いていると思われますが、直角二等辺三角形を利用したときには、 

辺ＡＣを現場で測り、３０ｍになったとすると、川幅も３０ｍとなります。 

直角二等辺三角形のため、辺ＡＣ＝辺ＡＢ になるからです。 

 

 しかし、一般的には、直角二等辺三角形だと、辺ＡＣがとても長くなるため、③の角度を 

４５°よりも大きな角度にすることが多くなります。 
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